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JavaX から Java8Update51 へのバージョンアップ方法

画面 説明

1 Java のバージョンの確認方法

コントロールパネルを開いて「プログラ

ムと機能」をクリックします。

【コントロールパネルの開き方】

Windows7・Server2008：

スタート→コントロールパネルを選択。

Windows8・Windows8.1・Server2012：

デスクトップ画面で右クリック→個人

設定を選択→画面左上のコントロール

パネルホームを選択。

2 「Java7UpdateXX」が一覧にある場合は、

セキュリティ対策の観点上、Java8 にバ

ージョンアップする必要があります。

3 コントロールパネルを開いて「Java(32

ﾋﾞｯﾄ)」をクリックします。
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4 更新タブの画面下部にある「今すぐ更

新」をクリックします。

5 「はい」をクリックします。

6 「インストール」をクリックします。

7 「インストール」をクリックします。
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8 『プログラムを終了して続行』画面が表

示されます。

Java コントロールパネルを閉じて、

「プログラムを終了して続行」をクリッ

クします。

9 「ＯＫ」をクリックします。

10 「閉じる」をクリックします。

Java のバージョン確認画面が表示され

た場合は、右上の「×」ボタンで閉じて

ください。

11 コントロールパネルを開いて「Java(32

ﾋﾞｯﾄ)」をクリックします。

セキュリティタブを選択して、「サイト・

リストの編集」ボタンをクリックしま

す。
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12 「追加」をクリックします。

13 https://www.portal.eltax.jp/apa/ と

入力して「ＯＫ」をクリックします。

14 「ＯＫ」をクリックします。

コントロールパネルを閉じます。

以上でバージョンアップと設定は完了

です。


